
10

20

JP 7704591 B2 2025.7.8

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7704591号

(P7704591)
(24)登録日　令和7年6月30日(2025.6.30)(45)発行日　令和7年7月8日(2025.7.8)

(54)【発明の名称】　筆記具部品及び筆記具部品の製造方法

(51)国際特許分類
　   Ｂ４３Ｋ 24/00 (2006.01)
　   Ｂ４３Ｋ 25/02 (2006.01)
　   Ｂ４３Ｋ 3/00 (2006.01)
　   Ｂ２９Ｃ 45/16 (2006.01)
　   Ｂ２９Ｃ 45/26 (2006.01)

ＦＩ
　Ｂ４３Ｋ 24/00 　　　　 　　　
　Ｂ４３Ｋ 25/02 ２００ 　　　
　Ｂ４３Ｋ 3/00 　　　Ｘ 　　　
　Ｂ４３Ｋ 3/00 　　　Ｚ 　　　
　Ｂ４３Ｋ 25/02 　　　　 　　　

(21)出願番号　 特願2021-106874(P2021-106874)
(22)出願日　 令和3年6月28日(2021.6.28)
(65)公開番号　 特開2022-112467(P2022-112467 

A)
(43)公開日　 令和4年8月2日(2022.8.2)

審査請求日　 令和6年5月27日(2024.5.27)
(31)優先権主張番号　特願2021-8083(P2021-8083)
(32)優先日　 令和3年1月21日(2021.1.21)
(33)優先権主張国・地域又は機関　

日本国(JP)

(73)特許権者　 000005957
三菱鉛筆株式会社
東京都品川区東大井５－２３－３７

(74)代理人　 110001519
弁理士法人太陽国際特許事務所

(72)発明者　 星野  修平
群馬県藤岡市立石１０９１番地  三菱鉛 
筆株式会社  群馬工場内

審査官　 山下  清隆

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 互 い に 材 質 の 異 な る 合 成 樹 脂 で 形 成 さ れ る 部 品 で あ る 被 覆 部 と 、 前 記 被 覆 部 に 一 部 が 被  
覆 さ れ る 埋 設 部 と か ら 構 成 さ れ る 筆 記 具 部 品 で あ っ て 、
　 前 記 被 覆 部 の 一 部 で あ る 支 持 面 か ら 、 前 記 埋 設 部 の 一 部 で あ る 機 能 部 が 突 出 し 、
　 前 記 機 能 部 の 周 縁 に 、 前 記 埋 設 部 の 一 部 で あ る シ ー ル 面 が 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 シ ー ル 面 は 前 記 支 持 面 と 連 続 面 を 構 成 す る 、 筆 記 具 部 品 の う ち 、 前 記 埋 設 部 を 一 次  
成 形 で 形 成 し 、 前 記 被 覆 部 を 二 次 成 形 で 形 成 す る 二 色 成 形 に よ る 、 筆 記 具 部 品 の 製 造 方 法  
で あ っ て 、
  前 記 埋 設 部 は 、 可 動 金 型 と 一 次 成 形 金 型 と で 形 成 さ れ る 一 次 キ ャ ビ テ ィ へ の 射 出 成 形 で  
形 成 さ れ 、
  前 記 一 次 キ ャ ビ テ ィ の 分 割 面 に お け る 前 記 可 動 金 型 の 辺 縁 を 、 前 記 分 割 面 に お け る 前 記  
一 次 成 形 金 型 の 辺 縁 が 包 囲 し 、
  前 記 可 動 金 型 の 辺 縁 と 、 前 記 一 次 成 形 金 型 の 辺 縁 と の 間 に 前 記 シ ー ル 面 が 形 成 さ れ る と  
と も に 、
  前 記 シ ー ル 面 は 、 前 記 二 次 成 形 の 際 に 、 前 記 可 動 金 型 と 二 次 成 形 金 型 と の 分 割 面 に お い  
て 、 前 記 可 動 金 型 に 圧 着 さ れ る 、 筆 記 具 部 品 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】

請求項の数　1　（全30頁）　最終頁に続く



10

20

30

40

50

JP 7704591 B2 2025.7.8(2)

　 本 発 明 は 、 筆 記 具 の 一 部 を 構 成 す る 筆 記 具 部 品 及 び そ の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 ノ ッ ク 式 多 色 ペ ン で 所 望 の ペ ン 芯 を 繰 り 出 す 部 材 で あ る 芯 繰 り 出 し 用  
ノ ッ ク を 二 色 成 形 で 形 成 す る 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 二 色 形 成 で 形 成 さ れ る 芯 繰 り 出  
し 用 ノ ッ ク は 、 外 側 に 位 置 す る 有 色 透 明 の 外 側 片 と 内 側 に 位 置 す る 白 色 不 透 明 の 内 側 片 と  
の 二 層 構 造 を 呈 す る 。 す な わ ち 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 芯 繰 り 出 し 用 ノ ッ ク は 、 外  
側 の 全 面 が 有 色 を 呈 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 な お 、 特 許 文 献 ２ に は 、 多 色 の 出 没 式 筆 記 具 に お い て 、 筆 記 部 の 進 退 の 際 に 操 作 す る 押  
子 を 、 押 子 本 体 と 、 押 子 本 体 の 色 と は 異 な る 色 の 色 識 別 部 と 別 体 の 部 品 と し て 形 成 し 、 押  
子 本 体 に 色 識 別 部 を 嵌 め 込 ん で 形 成 す る 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。 し か し 、 色 識 別 部 が 押 子  
本 体 に 対 し 微 小 な 部 品 で あ り 、 手 作 業 で の 取 付 が 困 難 で あ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ １ ８ ３ ９ ５ ３ 号 公 報
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ １ － １ ８ ３ ８ １ ８ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ノ ッ ク 式 ボ ー ル ペ ン に 用 い ら れ る ノ ッ ク 棒 の よ う な 合 成 樹 脂 部 品 を 二 色 成 形 で 形 成 す る  
場 合 、 一 次 成 形 品 の 一 部 を 、 筆 記 具 に お け る 何 ら か の 機 能 （ た と え ば 、 ノ ッ ク 棒 に お け る  
カ ム 機 構 ） を 有 す る 部 分 （ 以 下 、 「 機 能 部 」 と 称 す る 。 ） と し て 構 成 す る と き に は 、 二 次  
成 形 の 際 に 射 出 さ れ る 樹 脂 が 、 一 次 成 形 品 の 収 縮 に よ り 生 じ た 間 隙 か ら 当 該 機 能 部 に 漏 出  
す る こ と で 、 当 該 機 能 部 の 形 状 変 更 を も た ら し 、 当 該 機 能 を 阻 害 す る こ と が 懸 念 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 本 願 の 実 施 態 様 は 、 材 質 の 異 な る ２ 部 品 で 構 成 さ れ る 筆 記 具 部 品 に お い て 、 機  
能 部 を 有 さ な い 部 品 を 形 成 す る 材 質 が 、 機 能 部 へ 漏 出 す る こ と を 防 止 す る こ と を 課 題 と す  
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 の 課 題 に 鑑 み 、 本 願 の 実 施 態 様 に 係 る 筆 記 具 部 品 は 、 互 い に 材 質 の 異 な る 合 成 樹 脂  
で 形 成 さ れ る 部 品 で あ る 被 覆 部 と 、 前 記 被 覆 部 に 一 部 が 被 覆 さ れ る 埋 設 部 と か ら 構 成 さ れ  
る も の で あ っ て 、 前 記 被 覆 部 の 一 部 で あ る 支 持 面 か ら 、 前 記 埋 設 部 の 一 部 で あ る 機 能 部 が  
突 出 し 、 前 記 機 能 部 の 周 縁 に 、 前 記 埋 設 部 の 一 部 で あ る シ ー ル 面 が 形 成 さ れ て お り 、 前 記  
シ ー ル 面 は 前 記 支 持 面 と 連 続 面 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ こ で 、 被 覆 部 と 埋 設 部 と を 形 成 す る 材 質 は 、 互 い に 材 質 の 異 な る 合 成 樹 脂 で 形 成 さ れ  
る 。 な お 、 材 質 の 異 な る 合 成 樹 脂 と は 、 樹 脂 種 が 互 い に 異 な る 場 合 （ た と え ば ポ リ カ ー ボ  
ネ ー ト と 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー ） は 勿 論 、 樹 脂 種 が 同 一 で あ っ て 色 彩 の み 異 な る よ う な も  
の （ た と え ば Ａ Ｂ Ｓ ） も 含 む 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 な お 、 前 記 埋 設 部 は 、 前 記 シ ー ル 面 を 有 す る 鍔 部 を 有 し 、 前 記 シ ー ル 面 か ら 前 記 機 能 部  
が 突 出 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 願 の 実 施 態 様 に 係 る 筆 記 具 部 品 の 製 造 方 法 は 、 前 記 筆 記 具 部 品 の う ち 、 前 記 埋  
設 部 を 一 次 成 形 で 形 成 し 、 前 記 被 覆 部 を 二 次 成 形 で 形 成 す る 二 色 成 形 に よ る も の で あ っ て  
、 前 記 埋 設 部 は 、 可 動 金 型 と 一 次 成 形 金 型 と で 形 成 さ れ る 一 次 キ ャ ビ テ ィ へ の 射 出 成 形 で  
形 成 さ れ 、 前 記 一 次 キ ャ ビ テ ィ の 分 割 面 に お け る 前 記 可 動 金 型 の 辺 縁 を 、 前 記 分 割 面 に お  
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け る 前 記 一 次 成 形 金 型 の 辺 縁 が 包 囲 し 、 前 記 可 動 金 型 の 辺 縁 と 、 前 記 一 次 成 形 金 型 の 辺 縁  
と の 間 に 前 記 シ ー ル 面 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 な お 、 前 記 シ ー ル 面 は 、 前 記 二 次 成 形 の 際 に 、 前 記 可 動 金 型 と 二 次 成 形 金 型 と の 分 割 面  
に お い て 、 前 記 可 動 金 型 に 圧 着 さ れ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 前 記 筆 記 具 部 品 は 、 軸 筒 内 に 複 数 の リ フ ィ ル が 収 容 さ れ る 筆 記 具 に お い て 、 前 記  
複 数 の リ フ ィ ル の 各 々 の 後 端 に 取 り 付 け ら れ る ノ ッ ク 棒 で あ っ て 、 前 記 ノ ッ ク 棒 の 先 端 に  
形 成 さ れ る 前 記 リ フ ィ ル の 後 端 へ の 取 付 部 に お い て 、 軸 心 に 向 か っ て 突 出 す る 凸 曲 面 が 形  
成 さ れ て い る こ と が 望 ま し い 。 さ ら に 凸 部 は 、 凸 曲 面 形 状 で あ る こ と が 望 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 願 の 実 施 態 様 は 、 上 記 構 成 に よ り 、 材 質 の 異 な る ２ 部 品 で 構 成 さ れ る 筆 記 具 部 品 に お  
い て 、 機 能 部 を 有 さ な い 部 品 を 形 成 す る 材 質 が 、 機 能 部 へ 漏 出 す る こ と を 防 止 す る こ と が  
可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 筆 記 具 部 品 を 、 軸 筒 内 に 複 数 の リ フ ィ ル が 収 容 さ れ る 筆 記 具 に お い て 、 複 数 の リ  
フ ィ ル の 各 々 の 後 端 に 取 り 付 け ら れ る ノ ッ ク 棒 と し た 場 合 、 こ の ノ ッ ク 棒 の 先 端 に 形 成 さ  
れ る リ フ ィ ル の 後 端 へ の 取 付 部 に 凸 曲 面 が 形 成 さ れ て い る こ と に よ り 、 リ フ ィ ル の 底 面 側  
を 外 周 方 向 に 向 か わ せ る こ と で 、 リ フ ィ ル の 繰 出 不 良 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ Ａ 】 第 １ 実 施 形 態 の 筆 記 具 部 品 の 前 方 外 方 斜 視 図 。
【 図 １ Ｂ 】 図 １ Ａ の 筆 記 具 部 品 の 正 面 図 。
【 図 １ Ｃ 】 図 １ Ａ の 筆 記 具 部 品 の 背 面 図 。
【 図 １ Ｄ 】 図 １ Ａ の 筆 記 具 部 品 の 右 側 面 図 。
【 図 １ Ｅ 】 図 １ Ａ の 筆 記 具 部 品 の 底 面 図 。
【 図 １ Ｆ 】 図 １ Ａ の 筆 記 具 部 品 の 平 面 図 。
【 図 １ Ｇ 】 図 １ Ｂ 及 び 図 １ Ｃ に 示 す I － I 断 面 図 。
【 図 ２ Ａ 】 図 １ Ａ の 筆 記 具 部 品 を 構 成 す る 埋 設 部 の 前 方 外 方 斜 視 図 。
【 図 ２ Ｂ 】 図 ２ Ａ の 埋 設 部 の 後 方 内 方 斜 視 図 。
【 図 ２ Ｃ 】 図 ２ Ａ の 埋 設 部 の 正 面 図 。
【 図 ２ Ｄ 】 図 ２ Ａ の 埋 設 部 の 背 面 図 。
【 図 ２ Ｅ 】 図 ２ Ａ の 埋 設 部 の 右 側 面 図 。
【 図 ２ Ｆ 】 図 ２ Ａ の 埋 設 部 の 底 面 図 。
【 図 ２ Ｇ 】 図 ２ Ａ の 埋 設 部 の 平 面 図 。
【 図 ２ Ｈ 】 図 ２ Ｃ 及 び 図 ２ Ｄ に 示 す I I － I I 断 面 図 。
【 図 ３ Ａ 】 図 １ Ａ の 筆 記 具 部 品 を 構 成 す る 被 覆 部 の 正 面 図 。
【 図 ３ Ｂ 】 図 ３ Ａ の 被 覆 部 の 背 面 図 。
【 図 ３ Ｃ 】 図 ３ Ａ の 被 覆 部 の 右 側 面 図 。
【 図 ３ Ｄ 】 図 ３ Ａ 及 び 図 ３ Ｂ に 示 す I I I － I I I 断 面 図 。
【 図 ４ Ａ 】 図 １ Ａ の 筆 記 具 部 品 の 二 色 成 形 に お け る 一 次 成 形 前 の 金 型 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ４ Ｂ 】 図 ４ Ａ の 一 次 キ ャ ビ テ ィ 周 囲 の 拡 大 図 。
【 図 ４ Ｃ 】 図 １ Ａ の 筆 記 具 部 品 の 二 色 成 形 に お け る 一 次 成 形 後 の 金 型 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ５ Ａ 】 図 １ Ａ の 筆 記 具 部 品 の 二 色 成 形 に お け る 二 次 成 形 前 の 金 型 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ５ Ｂ 】 図 １ Ａ の 筆 記 具 部 品 の 二 色 成 形 に お け る 二 次 成 形 後 の 金 型 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ６ 】 第 １ 実 施 形 態 の 変 形 例 の 筆 記 具 部 品 の 前 方 外 方 斜 視 図 。
【 図 ７ Ａ 】 第 ２ 実 施 形 態 の 筆 記 具 部 品 の 前 方 外 方 斜 視 図 。
【 図 ７ Ｂ 】 図 ７ Ａ の 筆 記 具 部 品 の 後 方 外 方 斜 視 図 。
【 図 ７ Ｃ 】 図 ７ Ａ の 筆 記 具 部 品 の 正 面 図 。
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【 図 ７ Ｄ 】 図 ７ Ａ の 筆 記 具 部 品 の 平 面 図 。
【 図 ７ Ｅ 】 図 ７ Ｃ に 示 す V I I － V I I 断 面 図 。
【 図 ８ Ａ 】 図 ７ Ａ の 筆 記 具 部 品 を 構 成 す る 埋 設 部 の 前 方 外 方 斜 視 図 。
【 図 ８ Ｂ 】 図 ８ Ａ の 埋 設 部 の 後 方 外 方 斜 視 図 。
【 図 ８ Ｃ 】 図 ８ Ａ の 埋 設 部 の 正 面 図 。
【 図 ８ Ｄ 】 図 ８ Ａ の 埋 設 部 の 平 面 図 。
【 図 ８ Ｅ 】 図 ８ Ｃ に 示 す V I I I － V I I I 断 面 図 。
【 図 ９ Ａ 】 図 ７ Ａ の 筆 記 具 部 品 を 構 成 す る 被 覆 部 の 前 方 外 方 斜 視 図 。
【 図 ９ Ｂ 】 図 ９ Ａ の 被 覆 部 の 後 方 外 方 斜 視 図 。
【 図 ９ Ｃ 】 図 ９ Ａ の 被 覆 部 の 正 面 図 。
【 図 ９ Ｄ 】 図 ９ Ａ の 被 覆 部 の 平 面 図 。
【 図 ９ Ｅ 】 図 ９ Ｃ に 示 す I X － I X 断 面 図 。
【 図 １ ０ Ａ 】 図 ７ Ａ の 筆 記 具 部 品 の 二 色 成 形 に お け る 一 次 成 形 前 の 金 型 を 示 す 断 面 図 。
【 図 １ ０ Ｂ 】 図 １ ０ Ａ の 一 次 キ ャ ビ テ ィ 周 囲 の 拡 大 図 。
【 図 １ ０ Ｃ 】 図 ７ Ａ の 筆 記 具 部 品 の 二 色 成 形 に お け る 一 次 成 形 後 の 金 型 を 示 す 断 面 図 。
【 図 １ １ Ａ 】 図 ７ Ａ の 筆 記 具 部 品 の 二 色 成 形 に お け る 二 次 成 形 前 の 金 型 を 示 す 断 面 図 。
【 図 １ １ Ｂ 】 図 ７ Ａ の 筆 記 具 部 品 の 二 色 成 形 に お け る 二 次 成 形 後 の 金 型 を 示 す 断 面 図 。
【 図 １ ２ Ａ 】 第 ３ 実 施 形 態 の 筆 記 具 部 品 の 前 方 外 方 斜 視 図 。
【 図 １ ２ Ｂ 】 図 １ ２ Ａ の 筆 記 具 部 品 の 前 方 内 方 斜 視 図 。
【 図 １ ２ Ｃ 】 図 １ ２ Ａ の 筆 記 具 部 品 の 正 面 図 。
【 図 １ ２ Ｄ 】 図 １ ２ Ａ の 筆 記 具 部 品 の 右 側 面 図 。
【 図 １ ２ Ｅ 】 図 １ ２ Ｃ に 示 す X I I － X I I 断 面 図 。
【 図 １ ３ Ａ 】 図 １ ２ Ａ の 筆 記 具 部 品 を 構 成 す る 埋 設 部 の 前 方 外 方 斜 視 図 。
【 図 １ ３ Ｂ 】 図 １ ３ Ａ の 埋 設 部 の 前 方 内 方 斜 視 図 。
【 図 １ ３ Ｃ 】 図 １ ３ Ａ の 埋 設 部 の 正 面 図 。
【 図 １ ３ Ｄ 】 図 １ ３ Ａ の 埋 設 部 の 右 側 面 図 。
【 図 １ ３ Ｅ 】 図 １ ３ Ｃ に 示 す X I I I － X I I I 断 面 図 。
【 図 １ ４ Ａ 】 図 １ ２ Ａ の 筆 記 具 部 品 を 構 成 す る 被 覆 部 の 前 方 外 方 斜 視 図 。
【 図 １ ４ Ｂ 】 図 １ ４ Ａ の 被 覆 部 の 前 方 内 方 斜 視 図 。
【 図 １ ４ Ｃ 】 図 １ ４ Ａ の 被 覆 部 の 正 面 図 。
【 図 １ ４ Ｄ 】 図 １ ４ Ａ の 被 覆 部 の 背 面 図 。
【 図 １ ４ Ｅ 】 図 １ ４ Ａ の 被 覆 部 の 右 側 面 図 。
【 図 １ ４ Ｆ 】 図 １ ４ Ｃ 及 び 図 １ ４ Ｄ に 示 す X I V － X I V 断 面 図 。
【 図 １ ５ Ａ 】 図 １ ２ Ａ の 筆 記 具 部 品 の 二 色 成 形 に お け る 一 次 成 形 前 の 金 型 を 示 す 断 面 図 。
【 図 １ ５ Ｂ 】 図 １ ５ Ａ の 一 次 キ ャ ビ テ ィ 周 囲 の 拡 大 図 。
【 図 １ ５ Ｃ 】 図 １ ２ Ａ の 筆 記 具 部 品 の 二 色 成 形 に お け る 一 次 成 形 後 の 金 型 を 示 す 断 面 図 。
【 図 １ ６ Ａ 】 図 １ ２ Ａ の 筆 記 具 部 品 の 二 色 成 形 に お け る 二 次 成 形 前 の 金 型 を 示 す 断 面 図 。
【 図 １ ６ Ｂ 】 図 １ ２ Ａ の 筆 記 具 部 品 の 二 色 成 形 に お け る 二 次 成 形 後 の 金 型 を 示 す 断 面 図 。
【 図 １ ７ Ａ 】 第 １ ～ 第 ３ の 実 施 形 態 の 各 筆 記 具 部 品 を 備 え た 筆 記 具 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ Ｂ 】 図 １ ７ Ａ に 示 す X V I I － X V I I 断 面 図 。
【 図 １ ８ Ａ 】 図 １ ７ Ａ の 筆 記 具 を や や 右 方 視 で 示 す 。
【 図 １ ８ Ｂ 】 図 １ ８ Ａ に 示 す X V I I I － X V I I I 断 面 図 。
【 図 １ ９ 】 第 １ ～ 第 ３ の 実 施 形 態 の 各 筆 記 具 部 品 を 備 え た 筆 記 具 の 後 端 部 分 を 示 す 斜 視 図  
で あ る 。
【 図 ２ ０ Ａ 】 第 ４ 実 施 形 態 の 筆 記 具 部 品 の 前 方 外 方 斜 視 図 。
【 図 ２ ０ Ｂ 】 図 ２ ０ Ａ の 筆 記 具 部 品 の 正 面 図 。
【 図 ２ ０ Ｃ 】 図 ２ ０ Ａ の 筆 記 具 部 品 の 背 面 図 。
【 図 ２ ０ Ｄ 】 図 ２ ０ Ａ の 筆 記 具 部 品 の 右 側 面 図 。
【 図 ２ ０ Ｅ 】 図 ２ ０ Ａ の 筆 記 具 部 品 の 底 面 図 。
【 図 ２ ０ Ｆ 】 図 ２ ０ Ａ の 筆 記 具 部 品 の 平 面 図 。
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【 図 ２ ０ Ｇ 】 図 ２ ０ Ｂ 及 び 図 ２ ０ Ｃ に 示 す X X － X X 断 面 図 。
【 図 ２ １ Ａ 】 第 ４ 実 施 形 態 の 筆 記 具 部 品 を リ フ ィ ル に 取 り 付 け た 状 態 の 右 側 面 図 。
【 図 ２ １ Ｂ 】 第 ４ 実 施 形 態 の 筆 記 具 部 品 を リ フ ィ ル に 取 り 付 け た 状 態 の 断 面 図 。
【 図 ２ １ Ｃ 】 第 ４ 実 施 形 態 の 筆 記 具 部 品 を リ フ ィ ル に 取 り 付 け た 状 態 の 一 部 拡 大 断 面 図 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 本 願 の 実 施 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。 各 図 面 に お い て 共 通 し て 付 さ れ  
て い る 符 号 に つ い て は 、 各 図 面 の 説 明 に お い て 特 に 言 及 さ れ て い な い 場 合 で あ っ て も 対 応  
す る 部 位 を 指 し 示 す も の で あ る 。 な お 、 下 記 で 説 明 す る 図 面 に お い て は 、 図 １ ７ Ａ に 示 す  
筆 記 具 １ ０ ０ の 先 端 側 を 「 底 面 」 、 後 端 側 を 「 平 面 」 、 外 側 面 側 を 「 正 面 」 及 び 内 側 面 側  
を 「 背 面 」 と 称 す る 。 ま た 、 こ の 「 正 面 」 か ら 見 た 右 側 を 「 右 側 面 」 と 称 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
（ １ ） 第 １ 実 施 形 態
　 本 願 の 第 １ 実 施 形 態 の 筆 記 具 部 品 １ ０ は 、 図 １ Ａ の 前 方 外 方 斜 視 図 、 図 １ Ｂ の 正 面 図 、  
図 １ Ｃ の 背 面 図 、 図 １ Ｄ の 右 側 面 図 、 図 １ Ｅ の 底 面 図 及 び 図 １ Ｆ の 平 面 図 並 び に 図 １ Ａ の I  
－ I 断 面 図 で あ る 図 １ Ｇ に 示 す よ う に 、 ノ ッ ク 棒 １ １ と し て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の ノ ッ ク 棒 １ １ は 概 ね 棒 状 を 呈 し 、 そ の 長 手 方 向 は 、 後 述 の 筆 記 具 １ ０ ０ の 窓 孔 １ ３  
１ （ 図 １ ７ Ａ 、 図 １ ７ Ｂ 、 図 １ ８ Ａ 及 び 図 １ ８ Ｂ 参 照 ） の 長 手 方 向 と 一 致 す る 。 ノ ッ ク 棒  
１ １ は 、 筆 記 具 １ ０ ０ に 装 着 さ れ た 状 態 で 外 側 に 位 置 す る 外 側 部 ４ ０ と 、 内 側 に 位 置 す る  
内 側 部 ４ １ と を 有 す る 。 す な わ ち 、 ノ ッ ク 棒 １ １ は 、 外 側 部 ４ ０ の 内 面 側 を 構 成 す る 支 持  
面 ２ ２ （ 図 １ Ｃ 、 図 １ Ｄ 、 図 １ Ｅ 及 び 図 １ Ｆ ） か ら 、 外 側 部 ４ ０ よ り 幅 が 狭 い 内 側 部 ４ １  
が 突 出 し た 構 造 を 呈 す る 。 こ の 支 持 面 ２ ２ は 、 外 側 部 ４ ０ と 内 側 部 ４ １ と の 段 差 で あ る 内  
方 段 差 ４ ２ と し て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ノ ッ ク 棒 １ １ の 後 端 側 は 、 外 側 に 突 出 し た ノ ッ ク 突 起 ４ ３ と し て 形 成 さ れ て い る 。 外 側  
部 ４ ０ の 前 半 部 分 に お い て は 、 両 側 に 長 手 方 向 に 突 出 し た 翼 状 部 ４ ５ が 形 成 さ れ 、 後 半 部  
分 よ り も 幅 広 と な っ て い る 。 翼 状 部 ４ ５ の 後 端 は 後 方 段 差 ４ ６ と な っ て い る 。 一 方 、 ノ ッ  
ク 棒 １ １ の 先 端 は 前 方 段 差 ４ ７ を 介 し て 幅 及 び 高 さ を 減 じ た ス プ リ ン グ 外 挿 部 ４ ８ と な っ  
て い る 。 さ ら に 、 ス プ リ ン グ 外 挿 部 ４ ８ の 先 端 は 幅 及 び 高 さ を 減 じ た リ フ ィ ル 装 着 部 ４ ９  
と な っ て い る 。 ス プ リ ン グ 外 挿 部 ４ ８ の 外 周 に は 、 後 述 す る ス プ リ ン グ １ ５ ０ （ 図 １ ７ Ｂ  
、 図 １ ８ Ｂ 参 照 ） が 外 挿 さ れ 、 外 挿 さ れ た ス プ リ ン グ １ ５ ０ の 後 端 は 前 方 段 差 ４ ７ に 当 接  
す る 。 リ フ ィ ル 装 着 部 ４ ９ は 、 後 述 す る リ フ ィ ル ２ ０ ０ （ 図 １ ７ Ｂ 、 図 １ ８ Ｂ 参 照 ） の 後  
端 に 挿 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ノ ッ ク 棒 １ １ は 、 図 １ Ｇ に 示 す よ う に 、 一 次 成 形 体 と し て の 埋 設 部 ３ ０ と 、 二 次 成 形 体  
と し て の 被 覆 部 ２ ０ と の 部 品 が 二 色 成 形 に よ り 構 成 さ れ る 。 被 覆 部 ２ ０ と 埋 設 部 ３ ０ と は  
、 互 い に 異 な る 材 質 、 具 体 的 に は 異 な る 色 彩 の 合 成 樹 脂 で 形 成 さ れ る 。 埋 設 部 ３ ０ の 一 部  
は 、 被 覆 部 ２ ０ の 収 容 部 ２ １ に 被 覆 さ れ る 。 ノ ッ ク 突 起 ４ ３ に 形 成 さ れ た 溝 で あ る 表 示 溝  
４ ４ か ら は 、 埋 設 部 ３ ０ の 一 部 で あ る 表 示 部 ３ ５ が 露 出 し て い る （ 図 １ Ａ 、 図 １ Ｂ 、 図 １  
Ｄ 、 図 １ Ｅ 及 び 図 １ Ｆ ） 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 一 方 、 ノ ッ ク 棒 １ １ の 後 端 側 の 内 面 側 に お い て は 、 支 持 面 ２ ２ （ 内 方 段 差 ４ ２ ） か ら 内  
側 部 ４ １ が 突 出 し て い る 。 こ の 内 側 部 ４ １ の う ち 、 後 端 付 近 に は 埋 設 部 ３ ０ の 機 能 部 ３ ３  
と し て の 係 止 突 起 ５ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の 係 止 突 起 ５ ０ の 前 方 に は 、 被 覆 部 ２  
０ の 一 部 と し て 形 成 さ れ る 解 除 突 起 ５ １ が 形 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 こ の 解 除 突 起 ５ １ の  
前 方 に は 、 ２ 箇 所 の 陥 凹 部 ５ ２ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 実 施 形 態 の ノ ッ ク 棒 １ １ を 構 成 す る 埋 設 部 ３ ０ を 、 前 方 外 方 斜 視 図 （ 図 ２ Ａ ） 、 後 方  
内 方 斜 視 図 （ 図 ２ Ｂ ） 、 正 面 図 （ 図 ２ Ｃ ） 、 背 面 図 （ 図 ２ Ｄ ） 、 右 側 面 図 （ 図 ２ Ｅ ） 、 底  
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面 図 （ 図 ２ Ｆ ） 、 平 面 図 （ 図 ２ Ｇ ） 並 び に 図 ２ Ｃ 及 び 図 ２ Ｄ の I I － I I 断 面 図 （ 図 ２ Ｈ ） で  
示 す 。 埋 設 部 ３ ０ は 、 内 方 に 拡 が っ た 台 状 の 鍔 部 ３ １ と 、 鍔 部 ３ １ か ら 外 方 に 突 出 す る 突  
出 部 ３ ４ と 、 こ の 鍔 部 ３ １ の 内 面 で あ る シ ー ル 面 ３ ２ と 、 こ の シ ー ル 面 ３ ２ か ら 内 方 に 突  
出 す る と と も に こ の シ ー ル 面 ３ ２ で 周 縁 が 囲 ま れ て い る 内 側 部 ４ １ と し て の 機 能 部 ３ ３ と  
か ら 構 成 さ れ る 。 機 能 部 ３ ３ は 、 ノ ッ ク 棒 １ １ の 係 止 突 起 ５ ０ （ 図 １ Ａ 、 図 １ Ｄ ～ 図 １ Ｇ  
参 照 ） と し て の 機 能 を 有 す る 。 鍔 部 ３ １ 及 び 突 出 部 ３ ４ は 、 被 覆 部 ２ ０ の 収 容 部 ２ １ （ 図  
１ Ｇ 参 照 ） に 収 容 さ れ る 部 分 で あ る 。 突 出 部 ３ ４ の 外 側 縁 は 、 ノ ッ ク 棒 １ １ の 表 示 溝 ４ ４  
（ 図 １ Ａ 及 び 図 １ Ｂ 参 照 ） か ら 露 出 す る 表 示 部 ３ ５ と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 方 、 鍔 部 ３ １ の 内 面 側 に お い て 、 内 側 部 ４ １ を 取 り 囲 む 辺 縁 部 分 が シ ー ル 面 ３ ２ と な  
っ て い る （ 図 ２ Ｂ 及 び 図 ２ Ｄ 参 照 ） 。 こ の シ ー ル 面 ３ ２ は 、 図 １ Ｃ 及 び 図 １ Ｇ に 示 す よ う  
に 、 ノ ッ ク 棒 １ １ の 支 持 面 ２ ２ と 連 続 面 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 実 施 形 態 の ノ ッ ク 棒 １ １ を 構 成 す る 被 覆 部 ２ ０ を 、 正 面 図 （ 図 ３ Ａ ） 、 背 面 図 （ 図 ３  
Ｂ ） 、 右 側 面 図 （ 図 ３ Ｃ ） 並 び に 図 ３ Ａ 及 び 図 ３ Ｂ の I I I － I I I 断 面 図 （ 図 ３ Ｄ ） で 示 す 。 被  
覆 部 ２ ０ は 概 ね 棒 状 を 呈 し 、 そ の 長 手 方 向 は 、 後 述 の 筆 記 具 １ ０ ０ の 窓 孔 １ ３ １ （ 図 １ ７  
Ａ 、 図 １ ７ Ｂ 、 図 １ ８ Ａ 及 び 図 １ ８ Ｂ 参 照 ） の 長 手 方 向 と 一 致 す る 。 被 覆 部 ２ ０ は 、 筆 記  
具 １ ０ ０ に 装 着 さ れ た 状 態 で 外 側 に 位 置 す る 外 側 部 ４ ０ と 、 内 側 に 位 置 す る 内 側 部 ４ １ と  
を 有 す る 。 す な わ ち 、 被 覆 部 ２ ０ は 、 外 側 部 ４ ０ の 内 面 側 を 構 成 す る 支 持 面 ２ ２ （ 図 ３ Ｂ  
） か ら 、 外 側 部 ４ ０ よ り 幅 が 狭 い 内 側 部 ４ １ が 突 出 し た 構 造 を 呈 す る 。 こ の 支 持 面 ２ ２ は  
、 外 側 部 ４ ０ と 内 側 部 ４ １ と の 段 差 で あ る 内 方 段 差 ４ ２ と し て 形 成 さ れ て い る 。 被 覆 部 ２  
０ の 後 端 側 は 、 外 側 に 突 出 し た ノ ッ ク 突 起 ４ ３ と し て 形 成 さ れ て い る 。 ノ ッ ク 突 起 ４ ３ の  
外 側 面 に は 表 示 溝 ４ ４ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 外 側 部 ４ ０ の 前 半 部 分 に お い て は 、 両 側 に 長 手 方 向 に 突 出 し た 翼 状 部 ４ ５ が 形 成 さ れ 、  
後 半 部 分 よ り も 幅 広 と な っ て い る 。 翼 状 部 ４ ５ の 後 端 は 後 方 段 差 ４ ６ と な っ て い る 。 一 方  
、 被 覆 部 ２ ０ の 先 端 は 前 方 段 差 ４ ７ を 介 し て 幅 及 び 高 さ を 減 じ た ス プ リ ン グ 外 挿 部 ４ ８ と  
な っ て い る 。 さ ら に 、 ス プ リ ン グ 外 挿 部 ４ ８ の 先 端 は 幅 及 び 高 さ を 減 じ た リ フ ィ ル 装 着 部  
４ ９ と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 一 方 、 被 覆 部 ２ ０ の 内 面 側 で あ る 支 持 面 ２ ２ （ 内 方 段 差 ４ ２ ） か ら は 内 側 部 ４ １ が 突 出  
し て い る 。 こ の 内 側 部 ４ １ の う ち 、 後 端 付 近 に は 解 除 突 起 ５ １ が 形 成 さ れ て い る 。 さ ら に  
、 こ の 解 除 突 起 ５ １ の 前 方 に は 、 ２ 箇 所 の 陥 凹 部 ５ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 被 覆 部 ２  
０ の 後 端 側 に は 、 埋 設 部 ３ ０ の 鍔 部 ３ １ 及 び 突 出 部 ３ ４ を 収 容 す る 収 容 部 ２ １ が 形 成 さ れ  
て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 実 施 形 態 の ノ ッ ク 棒 １ １ は 、 ２ 種 類 の 合 成 樹 脂 の 二 色 成 形 に よ り 形 成 さ れ る 。 具 体 的  
に は 、 埋 設 部 ３ ０ が 一 次 成 形 に よ り 形 成 さ れ 、 被 覆 部 ２ ０ が 二 次 成 形 に よ り 形 成 さ れ る 。  
そ の 結 果 、 埋 設 部 ３ ０ の 鍔 部 ３ １ 及 び 突 出 部 ３ ４ が 、 被 覆 部 ２ ０ の 収 容 部 ２ １ に 埋 設 さ れ  
た 状 態 と な る （ 図 １ Ｇ 参 照 ） 。 こ の ノ ッ ク 棒 １ １ の 製 造 方 法 を 、 図 ４ Ａ ～ 図 ４ Ｃ 並 び に 図  
５ Ａ 及 び 図 ５ Ｂ を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ４ Ａ は 、 一 次 成 形 前 の 金 型 を 示 す 断 面 図 で あ り 、 可 動 金 型 ５ ０ ０ と 一 次 成 形 金 型 ６ ０  
０ と が 接 合 さ れ た 状 態 を 示 す 。 可 動 金 型 ５ ０ ０ に は 、 ノ ッ ク 棒 １ １ の 内 側 部 ４ １ に 対 応 す  
る キ ャ ビ テ ィ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の キ ャ ビ テ ィ に は 、 一 次 ラ ン ナ ー ５ １ ０ か ら 一 次 成 形  
樹 脂 が 射 出 さ れ る 一 次 ゲ ー ト ５ １ ５ と 、 二 次 ラ ン ナ ー ５ ２ ０ か ら 二 次 成 形 樹 脂 が 射 出 さ れ  
る 二 次 ゲ ー ト ５ ２ ５ と が 開 口 し て い る 。 一 方 、 一 次 成 形 金 型 ６ ０ ０ に は 、 埋 設 部 ３ ０ の 鍔  
部 ３ １ 及 び 突 出 部 ３ ４ に 対 応 す る キ ャ ビ テ ィ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の キ ャ ビ テ ィ と 可 動 金  
型 ５ ０ ０ 型 の キ ャ ビ テ ィ の 一 部 と で 一 次 キ ャ ビ テ ィ ６ １ ０ が 形 成 さ れ る 。 こ の 状 態 に お い  
て 、 図 ４ Ｂ の 拡 大 図 に 示 す よ う に 、 一 次 キ ャ ビ テ ィ ６ １ ０ の 分 割 面 Ｐ １ に お け る 可 動 金 型  
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５ ０ ０ の 辺 縁 Ｑ を 、 こ の 分 割 面 Ｐ １ に お け る 一 次 成 形 金 型 ６ ０ ０ の 辺 縁 Ｒ が 包 囲 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ４ Ａ に 示 す 一 次 キ ャ ビ テ ィ ６ １ ０ に 、 一 次 ラ ン ナ ー ５ １ ０ か ら 一 次 ゲ ー ト ５ １ ５ を 通  
じ て 一 次 成 形 樹 脂 が 射 出 さ れ た 状 態 を 、 図 ４ Ｃ に 示 す 。 こ の 状 態 で 、 一 次 キ ャ ビ テ ィ ６ １  
０ が 一 次 成 形 樹 脂 で 満 た さ れ 、 こ の 一 次 成 形 樹 脂 が 冷 却 固 化 し て 図 ２ Ａ ～ 図 ２ Ｈ に 示 す 埋  
設 部 ３ ０ が 射 出 成 形 さ れ る 。 こ の 状 態 に お い て 、 鍔 部 ３ １ の 内 面 側 に 、 可 動 金 型 ５ ０ ０ の  
辺 縁 と 、 一 次 成 形 金 型 ６ ０ ０ の 辺 縁 と の 間 の 領 域 と し て シ ー ル 面 ３ ２ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ４ Ｃ に 示 す 状 態 か ら 、 可 動 金 型 ５ ０ ０ が 埋 設 部 ３ ０ と と も に 一 次 成 形 金 型 ６ ０ ０ か ら  
分 離 し 、 二 次 成 形 金 型 ７ ０ ０ と 接 合 し た 状 態 を 図 ５ Ａ に 示 す 。 二 次 成 形 金 型 ７ ０ ０ に は 、  
ノ ッ ク 棒 １ １ の 外 側 部 ４ ０ に 対 応 す る キ ャ ビ テ ィ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の キ ャ ビ テ ィ と 可  
動 金 型 ５ ０ ０ の 側 の キ ャ ビ テ ィ と で 二 次 キ ャ ビ テ ィ ７ １ ０ が 形 成 さ れ る 。 こ の 二 次 キ ャ ビ  
テ ィ ７ １ ０ は 、 埋 設 部 ３ ０ の 鍔 部 ３ １ を 包 囲 し て い る 。 こ の 状 態 で 、 鍔 部 ３ １ の シ ー ル 面  
３ ２ は 可 動 金 型 ５ ０ ０ と 二 次 成 形 金 型 ７ ０ ０ と の 分 割 面 Ｐ ２ と 密 着 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ５ Ａ に 示 す 二 次 キ ャ ビ テ ィ ７ １ ０ に 、 二 次 ラ ン ナ ー ５ ２ ０ か ら 二 次 ゲ ー ト ５ ２ ５ を 通  
じ て 二 次 成 形 樹 脂 が 射 出 さ れ た 状 態 を 、 図 ５ Ｂ に 示 す 。 こ の 状 態 で 、 二 次 キ ャ ビ テ ィ ７ １  
０ が 二 次 成 形 樹 脂 で 満 た さ れ 、 こ の 二 次 成 形 樹 脂 が 冷 却 固 化 し て 図 ３ Ａ ～ 図 ３ Ｄ に 示 す 被  
覆 部 ２ ０ が 、 埋 設 部 ３ ０ を 包 摂 し た 状 態 で 射 出 成 形 さ れ る 。 こ こ で 、 埋 設 部 ３ ０ の シ ー ル  
面 ３ ２ は 、 可 動 金 型 ５ ０ ０ と 二 次 成 形 金 型 ７ ０ ０ と の 分 割 面 に お い て 可 動 金 型 ５ ０ ０ に 圧  
着 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 こ の シ ー ル 面 ３ ２ に よ っ て 、 二 次 成 形 樹 脂 が 機 能 部 ３ ３ （ 図  
２ Ｅ 参 照 ） に 漏 れ 出 す の が 防 止 さ れ て 、 結 果 と し て 機 能 部 ３ ３ の 形 状 が 二 次 成 形 樹 脂 で 変  
形 す る こ と が 回 避 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ こ で 、 筆 記 具 部 品 １ ０ と し て の ノ ッ ク 棒 １ １ が 、 筆 記 具 １ ０ ０ と し て の 多 色 ボ ー ル ペ  
ン に 使 用 さ れ る 場 合 、 各 々 の ノ ッ ク 棒 １ １ は 、 そ れ ぞ れ 異 な る 色 の イ ン ク を 収 容 し た ボ ー  
ル ペ ン リ フ ィ ル に 装 着 さ れ る 。 そ し て 、 被 覆 部 ２ ０ に は 同 じ 色 の 合 成 樹 脂 を 用 い つ つ 、 埋  
設 部 ３ ０ に は そ れ ぞ れ イ ン ク に 対 応 す る 色 の 合 成 樹 脂 を 用 い て ノ ッ ク 棒 １ １ を 形 成 す る こ  
と が で き る 。 こ れ に よ り 、 埋 設 部 ３ ０ の 表 示 部 ３ ５ に よ っ て ボ ー ル ペ ン リ フ ィ ル の イ ン ク  
色 を 表 示 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 の 筆 記 具 部 品 １ ０ と し て の ノ ッ ク 棒 １ １ は 、 図 ６ の 変 形 例 に 示 す よ う  
に 形 成 す る こ と も で き る 。 こ の 変 形 例 で は 、 一 次 成 形 で 形 成 さ れ る 埋 設 部 ３ ０ の 突 出 部 ３  
４ が よ り 低 く 形 成 さ れ て い る た め 、 表 示 部 ３ ５ が ノ ッ ク 突 起 ４ ３ の 表 面 か ら 陥 没 し て い る  
。 こ の よ う に 形 成 す る こ と で 、 図 １ Ａ に 示 す ノ ッ ク 棒 １ １ の ノ ッ ク 突 起 ４ ３ と は 触 覚 に よ  
っ て 識 別 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ れ に よ り 、 た と え ば 、 図 ６ に 示 す ノ ッ ク 棒 を 、 図 １ ７  
Ｂ に 示 す 筆 記 具 １ ０ ０ に お い て 、 複 数 本 あ る ボ ー ル ペ ン リ フ ィ ル ２ １ ０ と は 異 な る 機 能 の  
リ フ ィ ル （ た と え ば 、 シ ャ ー プ ペ ン シ ル リ フ ィ ル ２ ２ ０ ） や イ ン ク の 性 質 が 異 な る リ フ ィ  
ル （ た と え ば 、 前 述 の 実 施 形 態 の ノ ッ ク 棒 １ １ は 非 熱 変 色 性 イ ン ク を 収 容 し た リ フ ィ ル に  
充 て 、 本 変 形 例 の ノ ッ ク 棒 １ １ は 熱 変 色 性 イ ン ク を 収 容 し た リ フ ィ ル に 充 て る 、 な ど ） に  
接 続 し て 、 触 覚 で 異 な る 機 能 の リ フ ィ ル で あ る こ と を ユ ー ザ に 知 覚 さ せ る こ と も 可 能 と な  
る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
（ ２ ） 第 ２ 実 施 形 態
　 本 願 の 第 ２ 実 施 形 態 の 筆 記 具 部 品 １ ０ は 、 図 ７ Ａ の 前 方 外 方 斜 視 図 、 図 ７ Ｂ の 後 方 外 方  
斜 視 図 、 図 ７ Ｃ の 正 面 図 、 図 ７ Ｄ の 平 面 図 及 び 図 ７ Ｃ の V I I － V I I 断 面 図 で あ る 図 ７ Ｅ に 示  
す よ う に 、 筆 記 具 １ ０ ０ の 軸 筒 １ １ ０ （ 図 １ ７ Ａ 及 び 図 １ ８ Ａ 参 照 ） の 後 端 に 装 着 さ れ る  
天 冠 １ ２ と し て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 天 冠 １ ２ は 、 略 半 球 状 の 露 出 部 ６ ０ と 、 こ の 露 出 部 ６ ０ の 底 面 と な る 支 持 面 ２ ２ か  
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ら 突 出 す る 機 能 部 ３ ３ と し て の 挿 入 部 ６ １ と で 構 成 さ れ る 。 挿 入 部 ６ １ は 中 空 の 略 円 筒 上  
に 形 成 さ れ 、 そ の 外 周 面 に は ２ 条 の フ ラ ン ジ ６ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 挿 入 部 ６ １ は 、  
筆 記 具 １ ０ ０ の 軸 筒 １ １ ０ （ 図 １ ７ Ｂ 及 び 図 １ ８ Ｂ 参 照 ） の 後 端 に 挿 入 さ れ る 部 分 で あ る  
。 ま た 、 露 出 部 ６ ０ は 、 天 冠 １ ２ が 筆 記 具 １ ０ ０ の 軸 筒 １ １ ０ の 後 端 に 装 着 さ れ た 際 に 、  
図 １ ７ Ａ 及 び 図 １ ８ Ａ に 示 す よ う に 外 部 に 露 出 す る 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 天 冠 １ ２ は 、 図 ７ Ｅ に 示 す よ う に 、 一 次 成 形 体 と し て の 埋 設 部 ３ ０ と 、 二 次 成 形 体 と し  
て の 被 覆 部 ２ ０ と の 部 品 が 二 色 成 形 に よ り 構 成 さ れ る 。 被 覆 部 ２ ０ と 埋 設 部 ３ ０ と は 、 互  
い に 異 な る 材 質 の 合 成 樹 脂 で 形 成 さ れ る 。 具 体 的 に は 、 埋 設 部 ３ ０ の 方 が よ り 弾 性 に 富 む  
合 成 樹 脂 で 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 実 施 形 態 の 天 冠 １ ２ を 構 成 す る 埋 設 部 ３ ０ を 、 前 方 外 方 斜 視 図 （ 図 ８ Ａ ） 、 後 方 外 方  
斜 視 図 （ 図 ８ Ｂ ） 、 正 面 図 （ 図 ８ Ｃ ） 、 平 面 図 （ 図 ８ Ｄ ） 及 び 図 ８ Ｃ の V I I I － V I I I 断 面 図  
（ 図 ８ Ｅ ） で 示 す 。 埋 設 部 ３ ０ は 、 円 盤 状 の 鍔 部 ３ １ と 、 こ の 鍔 部 ３ １ の 内 面 で あ る シ ー  
ル 面 ３ ２ と 、 こ の シ ー ル 面 ３ ２ か ら 突 出 す る と と も に こ の シ ー ル 面 ３ ２ で 周 縁 が 囲 ま れ て  
い る 機 能 部 ３ ３ と 、 こ の 鍔 部 ３ １ の 天 面 か ら 突 出 す る 突 出 部 ３ ４ と で 構 成 さ れ る 。 突 出 部  
３ ４ は 、 鍔 部 ３ １ か ら 突 出 す る 単 円 筒 状 の 部 分 と 、 こ の 後 方 側 の 円 錐 台 状 の 部 分 と で 構 成  
さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 実 施 形 態 の 天 冠 １ ２ を 構 成 す る 被 覆 部 ２ ０ を 、 前 方 外 方 斜 視 図 （ 図 ９ Ａ ） 、 後 方 外 方  
斜 視 図 （ 図 ９ Ｂ ） 、 正 面 図 （ 図 ９ Ｃ ） 、 平 面 図 （ 図 ９ Ｄ ） 及 び 図 ９ Ｃ の I X － I X 断 面 図 （ 図  
９ Ｅ ） で 示 す 。 被 覆 部 ２ ０ は 概 ね 半 球 状 を 示 し 、 そ の 底 面 側 に は 機 能 部 ３ ３ の 一 部 （ 具 体  
的 に は 、 図 ８ Ａ ～ 図 ８ Ｅ に 示 す 鍔 部 ３ １ 及 び 突 出 部 ３ ４ ） を 収 容 す る 空 間 で あ る 収 容 部 ２  
１ （ 図 ９ Ａ 及 び 図 ９ Ｅ 参 照 ） が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ こ で 、 被 覆 部 ２ ０ の 底 面 で あ る 支 持 面 ２ ２ （ 図 ９ Ａ 参 照 ） と 、 埋 設 部 ３ ０ の 鍔 部 ３ １  
の 底 面 で あ る シ ー ル 面 ３ ２ （ 図 ８ Ａ 参 照 ） と は 、 図 ７ Ａ に 示 す よ う に 天 冠 １ ２ に お い て 連  
続 面 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 実 施 形 態 の 天 冠 １ ２ は 、 ２ 種 類 の 合 成 樹 脂 の 二 色 成 形 に よ り 形 成 さ れ る 。 具 体 的 に は  
、 埋 設 部 ３ ０ が 一 次 成 形 に よ り 形 成 さ れ 、 被 覆 部 ２ ０ が 二 次 成 形 に よ り 形 成 さ れ る 。 そ の  
結 果 、 埋 設 部 ３ ０ の 鍔 部 ３ １ 及 び 突 出 部 ３ ４ が 、 被 覆 部 ２ ０ の 収 容 部 ２ １ に 埋 設 さ れ た 状  
態 と な る （ 図 ７ Ｅ 参 照 ） 。 こ の 天 冠 １ ２ の 製 造 方 法 を 、 図 １ ０ Ａ ～ 図 １ ０ Ｃ 並 び に 図 １ １  
Ａ 及 び 図 １ １ Ｂ を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 １ ０ Ａ は 、 一 次 成 形 前 の 金 型 を 示 す 断 面 図 で あ り 、 可 動 金 型 ５ ０ ０ と 一 次 成 形 金 型 ６  
０ ０ と が 接 合 さ れ た 状 態 を 示 す 。 可 動 金 型 ５ ０ ０ に は 断 面 円 形 の 貫 通 孔 が 設 け ら れ 、 こ の  
貫 通 孔 に は 円 柱 形 状 の コ ア ピ ン ５ ３ ０ が 挿 入 さ れ る 。 ま た 、 可 動 金 型 ５ ０ ０ と コ ア ピ ン ５  
３ ０ と の 間 の 空 間 の 下 方 部 分 に は 、 円 筒 径 の コ ア ピ ン 外 周 筒 ５ ４ ０ が 挿 入 さ れ る 。 す な わ  
ち 、 可 動 金 型 ５ ０ ０ 、 コ ア ピ ン ５ ３ ０ 及 び コ ア ピ ン 外 周 筒 ５ ４ ０ で 形 成 さ れ る 空 間 が 、 埋  
設 部 ３ ０ の 機 能 部 ３ ３ に 対 応 す る キ ャ ビ テ ィ と な る 。 こ の キ ャ ビ テ ィ に は 、 一 次 成 形 樹 脂  
が 射 出 さ れ る 図 示 し な い ゲ ー ト が 設 け ら れ る 。 一 方 、 一 次 成 形 金 型 ６ ０ ０ は 、 可 動 金 型 ５  
０ ０ が 挿 通 さ れ る 一 次 支 持 型 ６ ２ ０ と 、 こ の 一 次 支 持 型 ６ ２ ０ に 支 持 さ れ る 一 次 割 型 ６ ３  
０ と で 構 成 さ れ る 。 こ の 一 次 割 型 ６ ３ ０ に は 埋 設 部 ３ ０ の 鍔 部 ３ １ 及 び 突 出 部 ３ ４ に 対 応  
す る キ ャ ビ テ ィ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の キ ャ ビ テ ィ と 可 動 金 型 ５ ０ ０ 型 の キ ャ ビ テ ィ の 一  
部 と で 一 次 キ ャ ビ テ ィ ６ １ ０ が 形 成 さ れ る 。 こ の 状 態 に お い て 、 図 １ ０ Ｂ の 拡 大 図 に 示 す  
よ う に 、 一 次 キ ャ ビ テ ィ ６ １ ０ の 分 割 面 Ｐ １ に お け る 可 動 金 型 ５ ０ ０ の 辺 縁 Ｑ を 、 こ の 分  
割 面 Ｐ １ に お け る 一 次 成 形 金 型 ６ ０ ０ の 辺 縁 Ｒ が 包 囲 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 １ ０ Ａ に 示 す 一 次 キ ャ ビ テ ィ ６ １ ０ に 一 次 成 形 樹 脂 が 射 出 さ れ た 状 態 を 、 図 １ ０ Ｃ に  
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示 す 。 こ の 状 態 で 、 一 次 キ ャ ビ テ ィ ６ １ ０ が 一 次 成 形 樹 脂 で 満 た さ れ 、 こ の 一 次 成 形 樹 脂  
が 冷 却 固 化 し て 図 ８ Ａ ～ 図 ８ Ｅ に 示 す 埋 設 部 ３ ０ が 射 出 成 形 さ れ る 。 こ の 状 態 に お い て 、  
鍔 部 ３ １ の 内 面 側 に 、 可 動 金 型 ５ ０ ０ の 辺 縁 と 、 一 次 成 形 金 型 ６ ０ ０ の 辺 縁 と の 間 の 領 域  
と し て シ ー ル 面 ３ ２ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 １ ０ Ｃ に 示 す 状 態 か ら 、 可 動 金 型 ５ ０ ０ が 埋 設 部 ３ ０ と と も に 一 次 成 形 金 型 ６ ０ ０ か  
ら 分 離 し 、 二 次 成 形 金 型 ７ ０ ０ と 接 合 し た 状 態 を 図 １ １ Ａ に 示 す 。 二 次 成 形 金 型 ７ ０ ０ は  
、 可 動 金 型 ５ ０ ０ が 挿 通 さ れ る 二 次 支 持 型 ７ ２ ０ と 、 こ の 二 次 支 持 型 ７ ２ ０ に 支 持 さ れ る  
二 次 割 型 ７ ３ ０ と で 構 成 さ れ る 。 二 次 割 型 ７ ３ ０ に は 、 天 冠 １ ２ の 露 出 部 に 対 応 す る キ ャ  
ビ テ ィ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の キ ャ ビ テ ィ と 可 動 金 型 ５ ０ ０ の 側 の キ ャ ビ テ ィ と で 二 次 キ  
ャ ビ テ ィ ７ １ ０ が 形 成 さ れ る 。 こ の 二 次 キ ャ ビ テ ィ ７ １ ０ は 、 埋 設 部 ３ ０ の 鍔 部 ３ １ 及 び  
突 出 部 ３ ４ を 包 囲 し て い る 。 こ の 状 態 で 、 鍔 部 ３ １ の シ ー ル 面 ３ ２ は 可 動 金 型 ５ ０ ０ と 二  
次 成 形 金 型 ７ ０ ０ と の 分 割 面 Ｐ ２ と 密 着 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 １ １ Ａ に 示 す 二 次 キ ャ ビ テ ィ ７ １ ０ に 、 図 示 し な い ゲ ー ト を 通 じ て 二 次 成 形 樹 脂 が 射  
出 さ れ た 状 態 を 、 図 １ １ Ｂ に 示 す 。 こ の 状 態 で 、 二 次 キ ャ ビ テ ィ ７ １ ０ が 二 次 成 形 樹 脂 で  
満 た さ れ 、 こ の 二 次 成 形 樹 脂 が 冷 却 固 化 し て 図 ９ Ａ ～ 図 ９ Ｅ に 示 す 被 覆 部 ２ ０ が 、 埋 設 部  
３ ０ を 包 摂 し た 状 態 で 射 出 成 形 さ れ る 。 こ こ で 、 埋 設 部 ３ ０ の シ ー ル 面 ３ ２ は 、 可 動 金 型  
５ ０ ０ と 二 次 成 形 金 型 ７ ０ ０ と の 分 割 面 に お い て 可 動 金 型 ５ ０ ０ に 圧 着 さ れ て い る 。 し た  
が っ て 、 こ の シ ー ル 面 ３ ２ に よ っ て 、 二 次 成 形 樹 脂 が 機 能 部 ３ ３ （ 図 ８ Ａ 参 照 ） に 漏 れ 出  
す の が 防 止 さ れ て 、 結 果 と し て 機 能 部 ３ ３ の 形 状 が 二 次 成 形 樹 脂 で 変 形 す る こ と が 回 避 さ  
れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
（ ３ ） 第 ３ 実 施 形 態
　 本 願 の 第 ３ 実 施 形 態 の 筆 記 具 部 品 １ ０ は 、 図 １ ２ Ａ の 前 方 外 方 斜 視 図 、 図 １ ２ Ｂ の 前 方  
内 方 斜 視 図 、 図 １ ２ Ｃ の 正 面 図 、 図 １ ２ Ｄ の 右 側 面 図 及 び 図 １ ２ Ｃ の X I I － X I I 断 面 図 で あ  
る 図 １ ２ Ｅ に 示 す よ う に 、 筆 記 具 １ ０ ０ の 軸 筒 １ １ ０ （ 図 １ ７ Ａ 及 び 図 １ ８ Ａ 参 照 ） の 後  
端 近 傍 に 装 着 さ れ る ク リ ッ プ １ ３ と し て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の ク リ ッ プ １ ３ は 、 僅 か に 湾 曲 し た 長 板 状 の 延 伸 部 ７ １ と 、 こ の 延 伸 部 ７ １ の 後 端 か  
ら 内 方 に 突 出 す る 円 柱 状 の 固 定 部 ７ ０ と 、 こ の 延 伸 部 ７ １ の 先 端 か ら 内 方 に 突 出 す る 略 半  
球 状 の 玉 部 ７ ３ と で 構 成 さ れ る 。 固 定 部 ７ ０ は 、 筆 記 具 １ ０ ０ の 軸 筒 １ １ ０ （ 図 １ ７ Ｂ 参  
照 ） の 後 端 に 挿 入 さ れ る 部 分 で あ る 。 ま た 、 玉 部 ７ ３ は 、 筆 記 具 １ ０ ０ の 軸 筒 １ １ ０ （ 図  
１ ７ Ｂ 参 照 ） の 表 面 に 当 接 す る 部 分 で あ る 。 さ ら に 、 延 伸 部 ７ １ の 外 側 面 の 先 端 近 傍 に は  
、 略 三 日 月 形 で 色 彩 の 異 な る 表 示 部 ３ ５ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ク リ ッ プ １ ３ は 、 図 １ ２ Ｅ に 示 す よ う に 、 一 次 成 形 体 と し て の 埋 設 部 ３ ０ と 、 二 次 成 形  
体 と し て の 被 覆 部 ２ ０ と の 部 品 が 二 色 成 形 に よ り 構 成 さ れ る 。 被 覆 部 ２ ０ と 埋 設 部 ３ ０ と  
は 、 互 い に 異 な る 色 彩 の 合 成 樹 脂 で 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 本 実 施 形 態 の ク リ ッ プ １ ３ を 構 成 す る 埋 設 部 ３ ０ を 、 前 方 外 方 斜 視 図 （ 図 １ ３ Ａ ） 、 前  
方 内 方 斜 視 図 （ 図 １ ３ Ｂ ） 、 正 面 図 （ 図 １ ３ Ｃ ） 、 右 側 面 図 （ 図 １ ３ Ｄ ） 及 び 図 １ ３ Ｃ の  
X I I I － X I I I 断 面 図 （ 図 １ ３ Ｅ ） で 示 す 。 埋 設 部 ３ ０ は 、 短 四 角 柱 状 の 鍔 部 ３ １ と 、 こ の 鍔  
部 ３ １ の 内 面 で あ る シ ー ル 面 ３ ２ と 、 こ の シ ー ル 面 ３ ２ か ら 略 半 球 状 に 突 出 す る と と も に  
こ の シ ー ル 面 ３ ２ で 周 縁 が 囲 ま れ て い る 機 能 部 ３ ３ と 、 こ の 鍔 部 ３ １ の 外 面 か ら 突 出 す る  
突 出 部 ３ ４ と で 構 成 さ れ る 。 突 出 部 ３ ４ は 、 厚 み の あ る 略 三 日 月 形 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 本 実 施 形 態 の ク リ ッ プ １ ３ を 構 成 す る 被 覆 部 ２ ０ を 、 前 方 外 方 斜 視 図 （ 図 １ ４ Ａ ） 、 前  
方 内 方 斜 視 図 （ 図 １ ４ Ｂ ） 、 正 面 図 （ 図 １ ４ Ｃ ） 、 背 面 図 （ 図 １ ４ Ｄ ） 、 右 側 面 図 （ 図 １  
４ Ｅ ） 及 び 図 １ ４ Ｃ の X I V － X I V 断 面 図 （ 図 １ ４ Ｆ ） で 示 す 。 被 覆 部 ２ ０ は 、 僅 か に 湾 曲  
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し た 長 板 状 の 延 伸 部 ７ １ と 、 こ の 延 伸 部 ７ １ の 後 端 か ら 内 方 に 突 出 す る 円 柱 状 の 固 定 部 ７  
０ と で 構 成 さ れ 、 延 伸 部 ７ １ の 先 端 近 傍 に は 、 機 能 部 ３ ３ の 一 部 （ 具 体 的 に は 、 図 ８ Ａ ～  
図 ８ Ｅ に 示 す 鍔 部 ３ １ 及 び 突 出 部 ３ ４ ） を 収 容 す る 空 間 で あ る 収 容 部 ２ １ （ 図 １ ４ Ｂ 及 び  
図 １ ４ Ｆ 参 照 ） が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 収 容 部 ２ １ は 、 延 伸 部 ７ １ の 外 側 面 に 、 略 三 日 月  
形 の 表 示 開 口 ７ ２ と し て 開 口 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ こ で 、 被 覆 部 ２ ０ の 底 面 で あ る 支 持 面 ２ ２ （ 図 １ ４ Ｂ 参 照 ） と 、 埋 設 部 ３ ０ の 鍔 部 ３  
１ の 底 面 で あ る シ ー ル 面 ３ ２ （ 図 １ ３ Ｂ 照 ） と は 、 図 １ ２ Ｂ に 示 す よ う に ク リ ッ プ １ ３ に  
お い て 連 続 面 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 本 実 施 形 態 の ク リ ッ プ １ ３ は 、 ２ 種 類 の 合 成 樹 脂 の 二 色 成 形 に よ り 形 成 さ れ る 。 具 体 的  
に は 、 埋 設 部 ３ ０ が 一 次 成 形 に よ り 形 成 さ れ 、 被 覆 部 ２ ０ が 二 次 成 形 に よ り 形 成 さ れ る 。  
そ の 結 果 、 埋 設 部 ３ ０ の 鍔 部 ３ １ 及 び 突 出 部 ３ ４ が 、 被 覆 部 ２ ０ の 収 容 部 ２ １ に 埋 設 さ れ  
た 状 態 と な る （ 図 １ ２ Ｆ 参 照 ） 。 こ の ク リ ッ プ の 製 造 方 法 を 、 図 １ ５ Ａ ～ 図 １ ５ Ｃ 並 び に  
図 １ ６ Ａ 及 び 図 １ ６ Ｂ を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 １ ５ Ａ は 、 一 次 成 形 前 の 金 型 を 示 す 断 面 図 で あ り 、 可 動 金 型 ５ ０ ０ と 一 次 成 形 金 型 ６  
０ ０ と が 接 合 さ れ た 状 態 を 示 す 。 可 動 金 型 ５ ０ ０ に は 、 ク リ ッ プ １ ３ の 玉 部 ７ ３ に 対 応 す  
る キ ャ ビ テ ィ が 形 成 さ れ て い る 。 一 方 、 一 次 成 形 金 型 ６ ０ ０ に は 、 埋 設 部 ３ ０ の 鍔 部 ３ １  
及 び 突 出 部 ３ ４ に 対 応 す る キ ャ ビ テ ィ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の キ ャ ビ テ ィ と 可 動 金 型 ５ ０  
０ 型 の キ ャ ビ テ ィ の 一 部 と で 一 次 キ ャ ビ テ ィ ６ １ ０ が 形 成 さ れ る 。 可 動 金 型 ５ ０ ０ に は さ  
ら に 、 こ の 一 次 キ ャ ビ テ ィ ６ １ ０ に 一 次 ラ ン ナ ー ５ １ ０ か ら 一 次 成 形 樹 脂 が 射 出 さ れ る 一  
次 ゲ ー ト ５ １ ５ が 設 け ら れ る 。 ま た 、 可 動 金 型 ５ ０ ０ に は 、 後 に 固 定 部 ７ ０ が 形 成 さ れ る  
キ ャ ビ テ ィ も 形 成 さ れ 、 こ こ に 二 次 ラ ン ナ ー ５ ２ ０ か ら 二 次 成 形 樹 脂 が 射 出 さ れ る 二 次 ゲ  
ー ト ５ ２ ５ と 開 口 し て い る 。 可 動 金 型 ５ ０ ０ に は 二 次 ラ ン ナ ー ５ ２ ０ 及 び 二 次 ゲ ー ト ５ ２  
５ が さ ら に ２ 箇 所 設 け ら れ て い る 。 こ の 状 態 に お い て 、 図 １ ５ Ｂ の 拡 大 図 に 示 す よ う に 、  
一 次 キ ャ ビ テ ィ ６ １ ０ の 分 割 面 Ｐ １ に お け る 可 動 金 型 ５ ０ ０ の 辺 縁 Ｑ を 、 こ の 分 割 面 Ｐ １  
に お け る 一 次 成 形 金 型 ６ ０ ０ の 辺 縁 Ｒ が 包 囲 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 １ ５ Ａ に 示 す 一 次 キ ャ ビ テ ィ ６ １ ０ に 、 一 次 ラ ン ナ ー ５ １ ０ か ら 一 次 ゲ ー ト ５ １ ５ を  
通 じ て 一 次 成 形 樹 脂 が 射 出 さ れ た 状 態 を 、 図 １ ５ Ｃ に 示 す 。 こ の 状 態 で 、 一 次 キ ャ ビ テ ィ  
６ １ ０ が 一 次 成 形 樹 脂 で 満 た さ れ 、 こ の 一 次 成 形 樹 脂 が 冷 却 固 化 し て 図 １ ３ Ａ ～ 図 １ ３ Ｅ  
に 示 す 埋 設 部 ３ ０ が 射 出 成 形 さ れ る 。 こ の 状 態 に お い て 、 鍔 部 ３ １ の 内 面 側 に 、 可 動 金 型  
５ ０ ０ の 辺 縁 と 、 一 次 成 形 金 型 ６ ０ ０ の 辺 縁 と の 間 の 領 域 と し て シ ー ル 面 ３ ２ が 形 成 さ れ  
る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 １ ５ Ｃ に 示 す 状 態 か ら 、 可 動 金 型 ５ ０ ０ が 埋 設 部 ３ ０ と と も に 一 次 成 形 金 型 ６ ０ ０ か  
ら 分 離 し 、 二 次 成 形 金 型 ７ ０ ０ と 接 合 し た 状 態 を 図 １ ６ Ａ に 示 す 。 二 次 成 形 金 型 ７ ０ ０ に  
は 、 ク リ ッ プ １ ３ の 延 伸 部 ７ １ に 対 応 す る キ ャ ビ テ ィ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の キ ャ ビ テ ィ  
と 可 動 金 型 ５ ０ ０ の 側 の キ ャ ビ テ ィ と で 二 次 キ ャ ビ テ ィ ７ １ ０ が 形 成 さ れ る 。 こ の 二 次 キ  
ャ ビ テ ィ ７ １ ０ は 、 埋 設 部 ３ ０ の 鍔 部 ３ １ 及 び 突 出 部 ３ ４ を 包 囲 し て い る 。 こ の 状 態 で 、  
鍔 部 ３ １ の シ ー ル 面 ３ ２ は 可 動 金 型 ５ ０ ０ と 二 次 成 形 金 型 ７ ０ ０ と の 分 割 面 Ｐ ２ と 密 着 し  
て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 １ ６ Ａ に 示 す 二 次 キ ャ ビ テ ィ ７ １ ０ に 、 二 次 ラ ン ナ ー ５ ２ ０ か ら 二 次 ゲ ー ト ５ ２ ５ を  
通 じ て 二 次 成 形 樹 脂 が 射 出 さ れ た 状 態 を 、 図 １ ６ Ｂ に 示 す 。 こ の 状 態 で 、 二 次 キ ャ ビ テ ィ  
７ １ ０ が 二 次 成 形 樹 脂 で 満 た さ れ 、 こ の 二 次 成 形 樹 脂 が 冷 却 固 化 し て 図 １ ４ Ａ ～ 図 １ ４ Ｆ  
に 示 す 被 覆 部 ２ ０ が 、 埋 設 部 ３ ０ を 包 摂 し た 状 態 で 射 出 成 形 さ れ る 。 こ こ で 、 埋 設 部 ３ ０  
の シ ー ル 面 ３ ２ は 、 可 動 金 型 ５ ０ ０ と 二 次 成 形 金 型 ７ ０ ０ と の 分 割 面 に お い て 可 動 金 型 ５  
０ ０ に 圧 着 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 こ の シ ー ル 面 ３ ２ に よ っ て 、 二 次 成 形 樹 脂 が 機 能 部  



10

20

30

40

50

JP 7704591 B2 2025.7.8(11)

３ ３ と し て の 玉 部 ７ ３ （ 図 １ ２ Ｂ 参 照 ） に 漏 れ 出 す の が 防 止 さ れ て 、 結 果 と し て 機 能 部 ３  
３ の 形 状 が 二 次 成 形 樹 脂 で 変 形 す る こ と が 回 避 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
（ ４ ） 筆 記 具
　 第 １ ～ 第 ３ の 実 施 形 態 の 各 筆 記 具 部 品 １ ０ を 備 え た 筆 記 具 １ ０ ０ を 、 正 面 図 （ 図 １ ７ Ａ  
） 及 び 図 １ ７ Ａ の X V I I － X V I I 断 面 図 （ 図 １ ７ Ｂ ） 並 び に 図 １ ７ Ａ の や や 右 方 視 （ 図 １ ８ Ａ  
） 及 び 図 １ ８ Ａ の X V I I I － X V I I I 断 面 図 （ 図 １ ８ Ｂ ） で 示 す 。 こ れ ら の 図 で 示 す よ う に 、 こ  
の 筆 記 具 １ ０ ０ は 、 先 軸 １ ２ ０ と 後 軸 １ ３ ０ と で 構 成 さ れ る 軸 筒 １ １ ０ の 内 部 に 複 数 、 具  
体 的 に は ５ 本 の リ フ ィ ル ２ ０ ０ 、 さ ら に 具 体 的 に は 、 ４ 本 の ボ ー ル ペ ン リ フ ィ ル ２ １ ０ 及  
び １ 本 の シ ャ ー プ ペ ン シ ル リ フ ィ ル ２ ２ ０ を 収 容 し て い る 。 ４ 本 の ボ ー ル ペ ン リ フ ィ ル ２  
１ ０ に は 、 そ れ ぞ れ 異 な る 色 彩 の イ ン ク が 収 容 さ れ て い る 。 各 々 の リ フ ィ ル ２ ０ ０ の 後 端  
に は 、 そ れ ぞ れ 被 覆 部 ２ ０ と 埋 設 部 ３ ０ と で 構 成 さ れ た 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 筆 記 具 部  
品 １ ０ と し て の ノ ッ ク 棒 １ １ が 装 着 さ れ る 。 ボ ー ル ペ ン リ フ ィ ル ２ １ ０ に 装 着 さ れ る ノ ッ  
ク 棒 １ １ の 埋 設 部 ３ ０ は 、 そ れ ぞ れ 対 応 す る イ ン ク の 色 や 種 類 に 対 応 し た 色 彩 の 合 成 樹 脂  
で 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ っ て 、 ノ ッ ク 棒 １ １ の 表 示 部 ３ ５ （ 図 １ Ａ 参 照 ） の 色 彩 で ボ  
ー ル ペ ン リ フ ィ ル ２ １ ０ の イ ン ク の 色 彩 が 識 別 可 能 で あ る 。 ま た 、 軸 筒 １ １ ０ の 内 部 に は  
、 ５ 個 の 孔 が 設 け ら れ た ガ イ ド 部 材 １ ４ ０ が 装 着 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 孔 に は 各 リ フ ィ ル ２ ０  
０ が 挿 通 さ れ て い る 。 ノ ッ ク 棒 １ １ が 装 着 さ れ た リ フ ィ ル ２ ０ ０ の 外 周 に は ス プ リ ン グ １  
５ ０ が 外 挿 さ れ る 。 ス プ リ ン グ １ ５ ０ の 後 端 は 前 記 し た ノ ッ ク 棒 １ １ の 前 方 段 差 ４ ７ （ 図  
１ Ａ 参 照 ） で 支 持 さ れ る 一 方 、 先 端 は ガ イ ド 部 材 １ ４ ０ に 支 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 後 軸 １ ３ ０ の 外 周 に は 、 長 手 方 向 に 沿 っ た ５ 本 の 窓 孔 １ ３ １ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 窓  
孔 １ ３ １ か ら は 、 ノ ッ ク 棒 １ １ の ノ ッ ク 突 起 ４ ３ （ 図 １ Ａ 参 照 ） が 突 出 し て い る 。 こ の ノ  
ッ ク 突 起 ４ ３ は 、 窓 孔 １ ３ １ に 沿 っ て 前 後 方 向 に 移 動 可 能 で あ る 。 ま た 、 後 軸 １ ３ ０ の 後  
端 に は 後 端 孔 １ ３ ２ が 設 け ら れ て い て 、 こ こ に 、 被 覆 部 ２ ０ と 埋 設 部 ３ ０ と で 構 成 さ れ た  
、 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 筆 記 具 部 品 １ ０ と し て の 天 冠 １ ２ が 装 着 さ れ る 。 さ ら に 、 後 軸 １  
３ ０ の 後 端 近 傍 に は 、 被 覆 部 ２ ０ と 埋 設 部 ３ ０ と で 構 成 さ れ た 、 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 筆  
記 具 部 品 １ ０ と し て の ク リ ッ プ １ ３ が 装 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 先 軸 １ ２ ０ の 外 周 に は 長 手 方 向 に 沿 っ て 微 細 な 溝 が 多 数 形 成 さ れ た 領 域 が あ り 、 こ の 領  
域 が 滑 り 止 め と し て の グ リ ッ プ 部 １ ２ ２ と な っ て い る 。 ま た 、 先 軸 １ ２ ０ の 先 端 は テ ー パ  
ー 状 に 縮 径 し 、 そ の 先 端 に は 先 端 開 口 １ ２ １ が 設 け ら れ て い る 。 前 記 し た ノ ッ ク 棒 １ １ の  
ノ ッ ク 突 起 ４ ３ の 先 端 方 向 に 押 圧 す る と 、 対 応 す る リ フ ィ ル ２ ０ ０ が 先 端 方 向 に 移 動 し 、  
そ の 筆 記 先 端 が こ の 先 端 開 口 １ ２ １ か ら 突 出 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 １ ９ は 、 こ の 筆 記 具 １ ０ ０ の 後 端 部 分 を 拡 大 し て 斜 視 図 に て 示 し た も の で あ る 。 図 １  
８ Ｂ に も 示 す よ う に 、 ク リ ッ プ １ ３ の 右 側 に 位 置 す る ノ ッ ク 棒 １ １ は シ ャ ー プ ペ ン シ ル リ  
フ ィ ル ２ ２ ０ に 連 結 さ れ て い る が 、 こ の ノ ッ ク 棒 １ １ は 、 図 ６ に 示 す ノ ッ ク 棒 で あ る 。 す  
な わ ち 、 こ の ノ ッ ク 棒 １ １ は 、 他 の ボ ー ル ペ ン リ フ ィ ル ２ １ ０ に 連 結 さ れ て い る ノ ッ ク 棒  
１ １ と は 異 な り 、 表 示 部 ３ ５ が 表 示 溝 ４ ４ か ら 陥 没 し た 状 態 に 構 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ  
り 、 ノ ッ ク 棒 １ １ の 触 覚 に よ っ て シ ャ ー プ ペ ン シ ル リ フ ィ ル ２ ２ ０ を 他 の ボ ー ル ペ ン リ フ  
ィ ル ２ １ ０ か ら 識 別 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
（ ５ ） 第 ４ 実 施 形 態
　 本 願 の 第 ４ 実 施 形 態 の 筆 記 具 部 品 １ ０ は 、 図 ２ ０ Ａ の 前 方 外 方 斜 視 図 、 図 ２ ０ Ｂ の 正 面  
図 、 図 ２ ０ Ｃ の 背 面 図 、 図 ２ ０ Ｄ の 右 側 面 図 、 図 ２ ０ Ｅ の 底 面 図 及 び 図 ２ ０ Ｆ の 平 面 図 並  
び に 図 ２ ０ Ａ の X X － X X 断 面 図 で あ る 図 ２ ０ Ｇ に 示 す よ う に 、 ノ ッ ク 棒 １ １ と し て 構 成 さ  
れ る 。 ま た 、 リ フ ィ ル ２ ０ ０ に ノ ッ ク 棒 １ １ を 取 り 付 け た 状 態 を 、 図 ２ １ Ａ の 右 側 面 図 、  
図 ２ １ Ｂ の 断 面 図 及 び 図 ２ １ Ｃ の 一 部 拡 大 断 面 図 に 示 す 。
【 ０ ０ ６ １ 】
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　 本 実 施 形 態 の 筆 記 具 部 品 １ ０ は 第 １ 実 施 形 態 と ほ ぼ 同 一 で あ る が 、 異 な る の は 、 リ フ ィ  
ル ２ ０ ０ の 後 端 へ の 取 付 部 で あ る リ フ ィ ル 装 着 部 ４ ９ と ス プ リ ン グ 外 挿 部 ４ ８ と の 段 差 で  
あ っ て 、 リ フ ィ ル ２ ０ ０ の 後 端 面 が 当 接 す る 当 接 面 ５ ３ （ 図 ２ ０ Ａ ～ 図 ２ ０ Ｅ 、 図 ２ ０ Ｇ  
） の 反 対 側 に 、 曲 面 状 に 形 成 さ れ た 凸 曲 面 ５ ４ が 軸 心 の 方 向 に 向 か っ て 突 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ２ １ Ａ 及 び 図 ２ １ Ｂ に 示 す よ う に リ フ ィ ル ２ ０ ０ に ノ ッ ク 棒 １ １ が 装 着 さ れ た 状 態 に  
お い て は 、 ノ ッ ク 棒 １ １ の リ フ ィ ル 装 着 部 ４ ９ が リ フ ィ ル ２ ０ ０ の 後 端 に 挿 入 さ れ る （ 図  
２ １ Ｃ ） 。 し か し 、 当 接 面 ５ ３ が リ フ ィ ル ２ ０ ０ の 後 端 と 当 接 し て そ れ 以 上 ノ ッ ク 棒 １ １  
は 挿 入 さ れ な い の で 、 凸 曲 面 ５ ４ の 全 部 が リ フ ィ ル ２ ０ ０ の 後 端 に 挿 入 さ れ る こ と は な い  
。 こ の 凸 曲 面 ５ ４ に よ り 、 ノ ッ ク 棒 １ １ が 取 り 付 け ら れ た 状 態 の リ フ ィ ル ２ ０ ０ は そ の 先  
端 側 が 径 方 向 の 外 方 に 反 る こ と に な る 。 こ れ に よ っ て 、 リ フ ィ ル ２ ０ ０ の 軸 筒 内 で の 繰 出  
に よ る リ フ ィ ル ２ ０ ０ 同 士 の 接 触 及 び 干 渉 を 緩 和 し 、 繰 出 不 良 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 本 発 明 は 、 ノ ッ ク 棒 、 天 冠 又 は ク リ ッ プ の よ う な 筆 記 具 部 品 を 二 色 成 形 で 形 成 す る 場 合  
に 利 用 可 能 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 １ ０   筆 記 具 部 品           １ １   ノ ッ ク 棒             １ ２   天 冠
　 １ ３   ク リ ッ プ
　 ２ ０   被 覆 部               ２ １   収 容 部               ２ ２   支 持 面
　 ３ ０   埋 設 部               ３ １   鍔 部                 ３ ２   シ ー ル 面
　 ３ ３   機 能 部               ３ ４   突 出 部               ３ ５   表 示 部
　 ４ ０   外 側 部               ４ １   内 側 部               ４ ２   内 方 段 差
　 ４ ３   ノ ッ ク 突 起           ４ ４   表 示 溝               ４ ５   翼 状 部
　 ４ ６   後 方 段 差             ４ ７   前 方 段 差             ４ ８   ス プ リ ン グ 外 挿 部
　 ４ ９   リ フ ィ ル 装 着 部       ５ ０   係 止 突 起             ５ １   解 除 突 起
　 ５ ２   陥 凹 部               ５ ３   当 接 面               ５ ４   凸 曲 面
　 ６ ０   露 出 部               ６ １   挿 入 部               ６ ２   フ ラ ン ジ
　 ７ ０   固 定 部               ７ １   延 伸 部               ７ ２   表 示 開 口
　 ７ ３   玉 部
１ ０ ０   筆 記 具             １ １ ０   軸 筒               １ ２ ０   先 軸
１ ２ １   先 端 開 口           １ ２ ２   グ リ ッ プ 部         １ ３ ０   後 軸
１ ３ １   窓 孔               １ ３ ２   後 端 孔             １ ４ ０   ガ イ ド 部 材
１ ５ ０   ス プ リ ン グ
２ ０ ０   リ フ ィ ル           ２ １ ０   ボ ー ル ペ ン リ フ ィ ル
２ ２ ０   シ ャ ー プ ペ ン シ ル リ フ ィ ル
５ ０ ０   可 動 金 型           ５ １ ０   一 次 ラ ン ナ ー       ５ １ ５   一 次 ゲ ー ト
５ ２ ０   二 次 ラ ン ナ ー       ５ ２ ５   二 次 ゲ ー ト         ５ ３ ０   コ ア ピ ン
５ ４ ０   コ ア ピ ン 外 周 筒
６ ０ ０   一 次 成 形 金 型       ６ １ ０   一 次 キ ャ ビ テ ィ     ６ ２ ０   一 次 支 持 型
６ ３ ０   一 次 割 型
７ ０ ０   二 次 成 形 金 型       ７ １ ０   二 次 キ ャ ビ テ ィ     ７ ２ ０   二 次 支 持 型
７ ３ ０   二 次 割 型
Ｐ １   一 次 キ ャ ビ テ ィ の 分 割 面
Ｐ ２   可 動 金 型 と 二 次 成 形 金 型 と の 分 割 面
Ｑ   可 動 金 型 の 辺 縁         Ｒ   一 次 金 型 の 辺 縁
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【 図 面 】
【 図 １ Ａ 】 【 図 １ Ｂ 】
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【 図 １ Ｃ 】 【 図 １ Ｄ 】

【 図 １ Ｅ 】 【 図 １ Ｆ 】
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【 図 １ Ｇ 】 【 図 ２ Ａ 】

【 図 ２ Ｂ 】 【 図 ２ Ｃ 】
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【 図 ２ Ｄ 】 【 図 ２ Ｅ 】

【 図 ２ Ｆ 】 【 図 ２ Ｇ 】

【 図 ２ Ｈ 】 【 図 ３ Ａ 】
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【 図 ３ Ｂ 】 【 図 ３ Ｃ 】

【 図 ３ Ｄ 】 【 図 ４ Ａ 】



10

20

30

40

50

JP 7704591 B2 2025.7.8(18)

【 図 ４ Ｂ 】 【 図 ４ Ｃ 】

【 図 ５ Ａ 】 【 図 ５ Ｂ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ Ａ 】

【 図 ７ Ｂ 】 【 図 ７ Ｃ 】
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【 図 ７ Ｄ 】 【 図 ７ Ｅ 】

【 図 ８ Ａ 】 【 図 ８ Ｂ 】

【 図 ８ Ｃ 】 【 図 ８ Ｄ 】

【 図 ８ Ｅ 】 【 図 ９ Ａ 】
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【 図 ９ Ｂ 】 【 図 ９ Ｃ 】

【 図 ９ Ｄ 】 【 図 ９ Ｅ 】

【 図 １ ０ Ａ 】 【 図 １ ０ Ｂ 】
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【 図 １ ０ Ｃ 】 【 図 １ １ Ａ 】

【 図 １ １ Ｂ 】 【 図 １ ２ Ａ 】

【 図 １ ２ Ｂ 】 【 図 １ ２ Ｃ 】
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【 図 １ ２ Ｄ 】 【 図 １ ２ Ｅ 】

【 図 １ ３ Ａ 】 【 図 １ ３ Ｂ 】

【 図 １ ３ Ｃ 】 【 図 １ ３ Ｄ 】

【 図 １ ３ Ｅ 】 【 図 １ ４ Ａ 】
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【 図 １ ４ Ｂ 】 【 図 １ ４ Ｃ 】

【 図 １ ４ Ｄ 】 【 図 １ ４ Ｅ 】

【 図 １ ４ Ｆ 】 【 図 １ ５ Ａ 】
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【 図 １ ５ Ｂ 】 【 図 １ ５ Ｃ 】

【 図 １ ６ Ａ 】 【 図 １ ６ Ｂ 】
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【 図 １ ７ Ａ 】 【 図 １ ７ Ｂ 】

【 図 １ ８ Ａ 】 【 図 １ ８ Ｂ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ Ａ 】

【 図 ２ ０ Ｂ 】 【 図 ２ ０ Ｃ 】
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【 図 ２ ０ Ｄ 】 【 図 ２ ０ Ｅ 】

【 図 ２ ０ Ｆ 】 【 図 ２ ０ Ｇ 】
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【 図 ２ １ Ａ 】 【 図 ２ １ Ｂ 】

【 図 ２ １ Ｃ 】
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